
楊
雄
の
詩
経
閤
子

『
法
号
一
日
を
中
心
と
し
て

宣加

j頼

、ニ圭二

1主

男

は

じ

め

に

漢
末
か
ら
新
に
か
け
て
の
人
、
楊
雄
は
多
数
の
多
様
な
作
品
を
遺
し
て
お
り
、
そ
の
思
想
の
中
心
に
は
儒
墜
が
あ
る
。
作
品
の
中
で
は

経
書
の
語
句
や
表
現
を
好
ん
で
援
用
し
、
復
古
的
な
忠
想
を
表
現
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
楊
雄
の
儒
撃
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た

の
か
、
そ
の
賞
態
は
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
経
墜
に
封
す
る
深
い
造
詣
が
ど
の
よ
う
に
し
て
獲
得
さ
れ
た
の
か
と
い
う

問
題
は
、
楊
雄
の
思
想
や
文
撃
を
考
え
る
時
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
。
そ
も
そ
も
楊
雄
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
経

書
を
駒
子
ん
だ
の
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
習
得
さ
れ
、
そ
の
目
的
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
疑
問
に
つ
い
て
答

え
よ
う
と
し
て
も
、
現
在
は
推
測
を
重
ね
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

を
さ

『
漢
者
一
一
回
』
本
俸
に
見
ら
れ
る
自
序
に
「
雄
少
く
し
て
撃
を
好
み
、
章
句
を
矯
め
ず
、
訓
話
通
ず
る
の
み
。
博
覧
に
し
て
見
ぎ
る
所
無
し
」

と
あ
り
、
早
く
か
ら
多
数
の
書
物
に
親
し
ん
だ
こ
と
は
わ
か
る
も
の
の
、
訓
話
を
望
ん
だ
程
度
で
、
章
句
を
習
い
闘
{
見
え
る
こ
と
は
な
か
っ

楊
雄
の
詩
経
撃

一
五
五



一
五
六

た
と
述
べ
て
い
る
。
呉
鰭
的
に
名
家
の
部
よ
り
弟
子
と
し
て
何
ら
か
の
経
蓄
を
教
授
さ
れ
た
形
跡
は
見
つ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
若
い
時
に

①
 

成
都
で
巌
遁
に
師
事
し
た
と
俸
え
ら
れ
る
。
巌
遵
は
ト
笈
を
よ
く
し
、
『
老
子
b

を
教
授
し
た
隠
士
風
の
人
物
で
あ
る
。
ま
た
「
答
劉
款
章
一
回
」

②
 

に
一
年
間
石
室
の
書
の
閲
覧
が
許
さ
れ
た
と
あ
る
の
で
、
宮
中
の
書
物
に
よ
っ
て
経
事
の
理
解
を
深
め
た
こ
と
が
推
し

ら
れ
る
ば
か
り

で
あ
る
。

楊
雄
の
経
翠
に
闘
し
か
つ
て
筆
者
は
「
『

』
の
表
現
i
i
i経
章
一
回
の
援
用
と
模
倣
|
|
i
」
と
い
う
小
論
を
護
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
法

』
に
援
用
さ
れ
た
経
蓄
の
字
句
に
つ
い
て
援
用
法
を
比
較
し
、
そ
の
工
夫
に
全
種
的
な
検
討
を
加
え
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
理
解
を
踏

ま
え
、
今
回
は
楊
雄
の
経
翠
に
つ
い
て
よ
り
深
く
探
り
た
い
。
特
に
今
回
は
楊
雄
の
詩
経
撃
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
そ

れ
は
ま
た
、
拙
論
「
論
揚
雄
的
「
越
充
閤
頒
」
」
「
楊
雄
「
元
后
諒
」
の
背
景
と
文
鰻
」
に
よ
っ
て
楊
雄
の
文
章
に
見
ら
れ
る
よ
討
経
』
の

③
 

語
句
を
調
査
し
、
楊
雄
に
と
っ
て
よ
討
経
』
が
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
楊
雄
は
多
数
の
様
々

な
作
品
を
表
し
て
お
り
、
全
て
の
作
品
を
押
し
並
べ
て
論
ず
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
小
論
で
は
晩
年
の
作
で
あ
り
、
楊
雄
の
撃

間
の
到
達
黙
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
『
法
一
一
一
一
口
』
を
主
た
る
検
討
釘
象
に
選
ぶ
こ
と
と
す
る
。

『法

』
に
見
る
楊
雄
の
詩
経
撃

コ紘一一一一

C
が
よ
討
経
』
を
明
ら
か
に
援
用
す
る
章
は
数
十
章
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
そ
の
中
で
も
典
型
的
な
例
を
見
ょ
う
。

も

つ

よ

つ

に
「
摂
蛤
に
子
有
り
、
蝶
密
航
之
を
負
ふ
。
爾
の
子
に
敬
語
し
、
式
て
穀
く
之
を
似
が
し
め
よ
(
制
限
蛤
有
子
、
蝶
鼠
負
之
。

雅
の

宛

敬
語
爾
子
、
式
穀
似
之
)
」
と
い
う
句
が
あ
る
。

摂
蛤
」
は
桑
議
で
あ
り
、
「
蝶
巌
」
は
ジ
ガ
バ
チ
の
こ
と
。
ジ
ガ
バ
チ
は
桑
患
の
子
供
を

育
て
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
桑
轟
の
子
を
教
え
諭
し
て
ジ
ガ
バ
チ
の
跡
繕
ぎ
に
せ
よ
、
と
詠
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



こ
の
匂
を
踏
ま
え
る
の
が
吋

b

の
次
の
章
で
あ
る
。

@
 

摂
嬬
之
子
勝
沼
市
逢
螺
覇
。
祝
之
日
「
類
我
、
類
我
。
」
久
期
待
之
失
。
速
哉
、
七
十
子
之
常
仲
尼
由
。
(
翠
行
)

解
ハ
嬬
の
子
建
れ
て
蝶
巌
に
逢
ふ
。
之
を
祝
し
て
く
「
我
に
類
よ
、
我
に
類
よ
」
と
。
久
し
く
し
て
別
ち
之
に
肖
る
。
速
や
か
な
る

、
品
、
品
、
、

ムパ
M
宇
山
。

七
十
子
の
仲
尼
に
得
た
る
こ
と
。

ジ
ガ
バ
チ
が
種
類
の
異
な
る
桑
轟
の
子
供
を
育
て
て
ジ
ガ
バ
チ
に
似
た

に
す
る
と
い
う
部
分
は
「
小
宛
」
に
そ
の
ま
ま
擦
り
、
『
法
一
一
一
一
口
』

で
は
「
我
に
類
よ
」
と
い
う
願
文
を
加
え
て
は
い
る
も
の
の
、
章
の
過
中
十
が
「
小
宛
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
「
小
宛
」
を
知
ら
な
け
れ
ば

理
解
で
き
な
い
典
型
的
な
典
操
技
法
で
あ
る
。
楊
雄
は
こ
の
「
小
宛
」
に
説
か
れ
る
教
育
の
も
つ
意
義
に
感
じ
入
る
と
同
時
に
、
孔
子
が

七
十
弟
子
に
行
っ
た
教
育
を
想
起
し
て
禰
者
を
結
び
付
け
た
。
孔
子
の
教
育
は
、
「
小
宛
」
に
説
く
も
の
と
同
じ
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
、

「
小
宛
」
の
経
典
と
し
て
の
意
義
を
も
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
章
は
、
「
小
宛

の
句
と
孔
子
の
行
っ
た
教
育
を
結
び
付
け
た

貼
に
意
味
が
あ
る
。
む
し
ろ
「
小
宛

り
が
た
い
。
つ
ま
り
本
章
は
、
「
小
宛
」
の
句
を
孔
子
の
教
育
に
結
び
付
け
、
新
た
な
表
現
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
楊

雄
の
新
見
や
濁
自
の
思
想
を
述
べ
る
こ
と
は
目
的
と
し
て
い
な
い
。
就
に
「
『
法
一
一
一
一
口
』
の
表
現
|
|
経
書
の
援
用
と
模
倣
」
に
て
論
じ
た
、

経
書
の
句
を
取
り
込
み
、
利
用
し
て
新
た
な
表
現
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
章
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
よ
討
経
』
に
大
き
く
依
存
す
る
章
と

の
匂
と
孔
子
の
行
っ
た
教
育
を
結
び
付
け
た
貼
以
外
、
特
筆
す
る
ほ
ど
の
新
見
や
思
想
は
讃
み
と

考
え
ら
れ
る
。

次
に
も
う
少
し
手
の
込
ん
だ
章
を
見
て
み
よ
う
。

楊
雄
の
詩
鰹
型

一
五
七



一
五
八

或

問

「

局

政

有

幾

。

」

四

園

田

疋

王

。

召

伯

述

職

、

「

蔽

市

甘

栄

失
犬
。
啓
一
和
一
欲
径
陳
、
陳
不
果
内
、
執
鞍
濡
塗
。
其
教
失
犬
。
於
戯
、
従
政
者
審
其
思
教
而
己
失
。
」
或
問
「
何
回
必
、
何
教
。
」
日
「
老

思
教
。
」
或
問
「
思
教
。
」
臼
「
昔
在
周
公
、
征
子
東
方
、

主
(
田
ο

人
老
、
孤
人
孤
、
病
者
養
、
死
者
葬
、
男
子
畝
、
婦
人
桑
。
之
謂
患
。
若
汚
人
老
、
屈
人
孤
、
病
者
濁
、
死
者
遇
、

田
畝
荒
、
行
軸

空
、
之
謂
教
。
」
(
先
知
)

い

と

⑤

日
く
「
思
ふ
と
教
は
る
る
と
な
り
」
と
。
或
ひ
と
問
ふ
「
思
ふ
と
教
は
る
る
と
を
」

四
一
凶
是
れ
王
(
同
)
し
。
召
伯
述
職
し
、
長
南
た
る
甘
栄
」
と
。
其
れ
思
は
る
る
か
な
。

膏
桓
の
陳
に
径
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
陳
果
た
し
て
内
れ
ず
、
鞍
濡
塗
を
執
ふ
。
其
れ
教
は
る
る
か
な
。
於
戯
、
政
に
従
ふ
者
は
其
の

或
ひ
と
問
ふ
「
政
を
矯
す
に
幾
有
る
か
」
と
。

と
。
日
く
平
日
在
周
公
、
東
方
を
征
し
、

思
ふ
と
教
は
る
る
と
を
審
ら
か
に
せ
ん
の
み
」
と
。
或
ひ
と
間
ふ
「
何
ぞ
思
は
れ
、
何
ぞ
教
は
る
る
か
」
と
。

臼
く
「
人
の
老
を
老

と
し
、
人
の
孤
を
孤
と
し
、
病
者
は
養
は
れ
、
死
者
は
葬
ら
れ
、
男
子
は
畝
し
、
婦
人
は
桑
す
。
之
を
思
は
る
と
謂
ふ
。
人
の
老
を

さ
ら

汚
し
、
人
の
孤
を
屈
し
、
病
者
は
濁
り
に
し
て
、
死
者
は
遁
(
踊
)
さ
れ
、
田
畝
は
荒
れ
、
行
軸
は
空
し
き
が
ご
と
き
は
、
之
を
教
は

る
る
と
謂
ふ

と

こ
の
章
で
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
政
治
の
極
要
(
「
幾
じ
が
、
人
々
に
思
い
慕
わ
れ
る
か
、
厭
わ
れ
る
か
の
遣
い
に
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

そ
れ
を
詮
す
た
め
に
『
詩
経
』
一
一
一
篇
と
『
春
秋
公
羊
停
』
の
記
事
を
典
擦
に
用
い
て
い
る
。

昔
在
閤
公
、
征
子
東
方
、
四
園
田
疋
王
」
は
、
幽
風
「
破
斧
」
の
「
周
公
東
征
、
四
園
田
疋
皇
。
哀
我
人
斯
、
亦
孔
之
将
(
周
公
東

征
し
、
四
園
を
是
れ
彰
一
す
。
我
が
人
を
哀
し
む
こ
と
、
成
町
だ
之
札
舶
が
り
こ
に
見
え
る
周
公
の
問
。
い
慕
わ
れ
た
さ
ま
を
踏
ま
え
て
お
り
、
「
召

ま
ず

伯
述
職
、
蔽
市
甘
栄
」
は
、
召
南
「
甘
栄
」
に
見
え
る
「
蔽
市
甘
栄
、
勿
一
頭
勿
伐
、
召
伯
所
茨
(
蔽
市
た
る
甘
栄
、
諮
る
勿
れ
伐
る
勿
れ
、
召

伯
の
茨
り
し
所
)
」
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
故
事
を
踏
ま
え
る
。
「
腎
桓
欲
径
陳
、
陳
不
果
内
、
執
鞍
溝
塗
」
と
い
う
の
は
、
『
春
秋
公
羊
偉
』



⑦

⑧

 

倍
公
四
年
に
見
え
る
事
件
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
の
「
行
軸
空
之
」
は
小
雅
「
大
東
」
の
「
小
東
大
東
、
行
柚
其
空
(
小
東
大
東
、
梓
柚
其

れ
空
し
)
」
と
い
う
匂
に
嫁
る
。
思
い
慕
わ
れ
た
周
公
、
召
佑
と
、
厭
わ
れ
た
簿
桓
公
の
差
異
を
よ
間
経
』
『
春
秋
b

を
根
擦
に
指
し
示
し

て
い
る
。
こ
の
先
知
篇
と
同
様
に
荏
南
「
甘
栄
」
を
引
い
て
召
伯
の
政
治
を
讃
え
る
文
が
、
よ
山
叫
苑
』
貴
徳
に
あ
る
。

聖
人
之
於
天
下
百
姓
也
、
其
猶
赤
子
乎
。
飢
者
則
食
之
、
寡
者
則
衣
之
、
将
之
養
之
、
育
之
長
之
、
唯
恐
其
不
至
於
大
也
。
詩
日
「
蔽
帝
甘
栄
、

勿
頭
勿
伐
、
召
伯
所
茨
。
」
傍
日
「
自
険
以
東
者
、
周
公
主
之
、
自
侠
以
西
者
、
否
公
主
之
。
」
召
公
述
職
、
嘗
桑
議
之
時
、
不
欲
嬰
民
事
、

故
不
入
邑
中
、
合
於
甘
栄
之
下
町
聴
断
駕
。
挟
間
之
人
、
皆
得
其
所
。
是
故
後
世
患
而
歌
詠
之
。
善
之
故
一
一
一
一
口
之
、
一
一
一
一
口
之
不
足
、
故
暖
歎

之
、
嵯
歎
之
不
足
、
故
歌
詠
之
。
夫
詩
、
思
然
後
積
、
積
然
後
瀬
、
満
然
後
議
、
務
自
主
(
道
市
致
其
位
駕
。
百
姓
歎
其
美
而
致
其
敬
。

⑨
 

甘
栄
之
不
伐
也
、
政
教
悪
乎
不
行
。
孔
子
日
「
吾
於
甘
栄
見
宗
廟
之
敬
也
甚
失
。
思
其
人
必
愛
其
樹
、
等
其
人
必
敬
其
位
、
頗
安
寓
物
。

古
聖
之
道
幾
哉
。
」

聖
人
の
天
下
の
百
姓
に
於
け
る
や
、
其
れ
猶
ほ
赤
子
の
ご
と
き
か
。
飢
う
る
者
に
は
別
ち
之
に
食
は
せ
、
裳
ゆ
る
者
に
は
則
ち
之
に
衣

ゃ

し

な

そ

だ

せ
、
之
を
将
ひ
之
を
養
ひ
、
之
を
育
て
之
を
長
て
、
唯
だ
其
の
大
に
至
ら
、
さ
る
こ
と
を
恐
る
。
詩
に
臼
く
「
蔽
市
た
る
甘
栄
、
一
揺
る
勿

れ
伐
る
勿
れ
、
召
伯
の
変
り
し
所
」
と
。
俸
に
臼
く
「
険
よ
り
以
東
は
、
周
公
之
を
主
り
、
快
よ
り
以
西
は
、
召
公
之
を
主
る
」
と
。

こ

と

さ

ら

や

ど

召
公
述
織
し
、
桑
翼
の
時
に
嘗
り
、
民
事
を
嬰
ず
る
を
欲
せ
ず
、
故
に
邑
中
に
入
ら
ず
、
甘
栄
の
下
に
合
り
て
聴
断
す
。
挟
間
の
人
、

皆
其
の
所
を
得
。
是
の
故
に
後
世
思
ひ
て
之
を
歌
詠
す
。
之
を
善
と
す
る
が
故
に
之
を
一
一
一
一
口
ひ
、
之
を
言
ひ
て
足
ら
ず
、
故
に
之
を
瑳

歎
し
、
之
を
瑳
歎
し
て
足
ら
ず
、
故
に
之
を
歌
詠
す
。
夫
れ
詩
は
、
思
ひ
て
然
る
後
に
積
み
、
積
み
て
然
る
後
に
満
ち
、
満
ち
て
然

る
後
に
設
し
、
設
す
る
に
は
其
の
道
に
由
り
て
其
の
伎
を
致
す
。
百
姓
其
の
美
を
歎
じ
て
其
の
敬
を
致
す
。
甘
栄
の
伐
ら
れ
ざ
る
や
、

楊
雄
の
詩
経
撃

一
五
九



一
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政
教
悪
く
に
か
行
は
れ
ぎ
ら
ん
。
孔
子
日
く
「
苦
甘
栄
に
於
い
て
宗
廟
の
敬
の
甚
し
き
を
見
る
。
其
の
人
を
忠
へ
ば
必
ず
其
の
樹
を

愛
し
み
、
其
の
人
を
尊
べ
ば
必
ず
其
の
位
を
敬
ひ
、
高
物
を
願
安
す
。
古
聖
の
道
幾
い
か
な
」
と
。

こ
こ
で
は
赤
子
を
育
て
る
よ
う
な
聖
人
の
政
治
を
召
伯
が
行
い
、
後
の
人
が
思
い
慕
っ
て
「
甘
業
」
を
詠
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

と
し
て
引
用
を
導
く
の
が
こ
の
嘗
時
の
遁
例
で
あ
る
。
先
知
篇
が
い
か
に
詩
句
を
曾
話
の
中
に
溶
け
込

詩
に
日
く

る
。
こ
の
よ
う
に

ま
せ
、
調
和
さ
せ
て
い
る
か
、
援
用
方
法
に
大
き
な
踊
た
り
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

楊
雄
と
四
家
詩

以
上
に
お
い
て
『
法
一
一
一
一
口
与
が
ど
の
よ
う
に
よ
討
経
』
を
援
用
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
状
況
や
方
法
は
概
ね
理
解
で
き
た
。
次
に
は
司
法

b

が
援
用
す
る
『
詩
経
』
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
嘗
時
の
詩
経
壌
と
の
関
係
を
探
り
た
い
。
前
漢
の
詩
経
墜
と
言
え
ば
、

一
瓢
門
誌
肘
・
魯
詩
@
韓
詩
の
今
文
の
三
家
詩
と
古
文
の
毛
詩
が
あ
っ
た
こ
と
、
数
民
一
一
一
一
閃
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
で
は
『
法
一
一
一
一
口
』
に
見
ら
れ
る
詩

経
説
は
こ
の
四
家
詩
の
い
ず
れ
か
に
従
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
楊
雄
が
四
家
詩
の
い
ず
れ
か
の
師
承
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
根
擦
は
見

嘗
た
ら
な
い
。
既
に
見
た
通
り
、
た
だ
多
数
の
篇
章
に
詩
句
が
援
用
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
注
築
費
は
『
法
一
一
一
一
口
義
疏
』
に
お
い
て
『

』
の
詩
説
を
丹
念
に
調
査
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
楊
雄
の
詩
説
は
ほ
ぽ
魯

に
基
づ
く
と
結
論
付
け
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
注
築
費
の
考
諮
結
果
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
小
論
に
て
先
に
取
り
上
げ
た
翠
行
「
頼
蹴

之
子
」
章
の
義
疏
で
、
在
築
費
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



吾
子
「
夏
屋
之
矯
耕
糠
」
、
先
知
「
周
公
東
征
、
四
園
田
疋
王
。
召
伯

述
職
、
蔽
ザ
市
甘
業
」
、
孝
歪
「
罵
康
之
時
、
頒
整
作
乎
下
、
関
陸
作
乎
上
」
皆
是
。
疑
此
文
云
一
去
、
部
本
「
小
宛
」
『
魯
故
』
。

子
雲
於
よ
討
』
多
用
魯
義
、
本
篇
「
正
考
甫
嘗
蹄
戸
土
口
甫
失

在
氏
は
、
楊
雄
が
内
向
子
行
篇
の
「
正
考
甫
嘗
稀
ヰ
ア
吉
甫
失
」
の
ほ
か
、
吾
子
篇
、
先
知
篇
、
孝
至
篇
の
三
章
に
お
い
て
魯
詩
を
用
い
て
い
る

⑬
 

の
で
、
こ
の
「
摂
嬬
之
子
」
章
も
小
雅
「
小
宛
」
の
よ
智
故
』
に
擦
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
注
氏
が
響
、
げ
る
四
章
に
つ
い
て
、
『
法

』
は
果
た
し
て
魯
詩
を
用
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
検
諮
し
て
み
た
い
。

内
先
知
篇
「
周
公
東
征
、

四
園
田
疋
王
。
召
伯
述
職
、
蔽
一
市
甘
栄
」
章
〕

ま
ず
前
節
に
て
取
り
上
げ
た
、
先
知
篇
「
局
公
東
征
、

四
閣
是
王
。
召
伯
述
職
、
蔽
ザ
一
巾
甘
栄
」
章
の
義
疏
を
見
て
み
よ
う
。
「
破
斧
」

の
「
周
公
東
征
、

四
園
田
疋
自
主
」
に
つ
い
て
注
氏
は
衣
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
う
。

子
雲
説
詩
、
皆
用
魯
義
。
此
以
「
周
公
東
征
」
輿
「
召
伯
述
職
」
詑
翠
、
日
疋
亦
以
「
破
斧

却
用
東
征
西
怨
、
南
征
北
怨
之
説
。

局
知
捗
時
之
作
、
其
以
此
矯
忠
義
之
諮
、

「
周
公
東
征
」
は
そ
も
そ
も
周
公
の
遠
征
を
一
一
一
一
口
う
も
の
だ
が
、
句

』
は
そ
れ
を
「
甘
栄
」
に
詠
わ
れ
る
召
伯
の
裁
断
の
的
確
な
さ
ま
と

蛇
べ
連
ね
て
い
る
。
そ
れ
は
「
周
公
東
征
、

四
盟
国
疋
王

を
、
周
公
が
諸
閣
を
巡
視
し
て
人
事
考
課
を
行
っ
た
こ
と
と
解
穫
す
る
か
ら
で

あ
る
。
本
章
は
、
周
公
と
召
伯
の
正
義
に
基
づ
い
た
判
断
を
諸
図
み
な
慕
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
も
の
と
、
義
疏
は
考
え
て
い
る
。
法
氏
の

説
は
陳
華
宵
棋
・
陳
喬
縦
吋
魯
詩
遺
説
孜
h

に
基
づ
く
か
ら
、
次
に
陳
氏
の
説
を
拳
げ
る
。

楊
雄
の
詩
綬
堕
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何
部
公
述
「
破
斧
」
詩
義
、
血
(
『
自
虎
遁
』
合
。
公
羊
家
用
替
詩
、
部
公
則
用
魯
詩
者
、
是
此
篇
膏
・
魯
説
同
失
。
『
萄
子
』
一
一
一
一
口
「
周

公
南
征
市
北
園
怨
、
東
征
而
西
圏
怨
即
魯
詩
之
義
所
本
也
。
(
巻
二
)

陳
氏
は
、
普
詩
を
用
い
る
『
公
羊
停
』
と
魯
詩
を
用
い
る
何
休
解
詰
は
一
致
し
て
い
る
の
で
、
「
破
斧
」
の
膏
詩
説
と
魯
詩
説
は
同
じ
で

あ
る
と
一
一
一
一
口
う
の
で
あ
り
、
更
に
ご
旬
子
』
に
説
か
れ
る
の
が
魯
詩
説
の
原
義
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
『
公
羊
偉
』
『
r

白
虎
遁
』
『
萄
子
』

の
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〈
公
羊
偉
・
億
四
〉
吉
者
周
公
、
東
征
則
西
閣
怨
、
西
征
則
東
園
怨
。
(
解
詰
)
此
道
、
組
捗
之
時
也
。
詩
云
「
周
公
東
征
、
四
園
田
疋
皇
。
」

〈
白
虎
遁
・
巡
狩
〉
三
歳
一
問
、
天
道
小
備
、
五
歳
再
間
、
天
道
大
備
。
故
五
年
一
巡
狩
、
一
二
年
二
伯
出
、
述
職
知
捗
。
一
年
物
有
終

始
、
歳
有
所
成
、
方
伯
行
圏
、
時
有
所
生
、
諸
侯
行
口
巴
。
偉
日
「
周
公
入
局
三
公
、
出
矯
二
伯
、
中
分
天
下
、
出
賠
捗
。
」
詩
日
「
周

公
東
征
、
四
閣
是
由
主
。
」
一
一
一
一
口
東
征
述
職
、
周
公
知
砂
、
市
天
下
皆
正
也
。

〈
有
子
@
王
制
〉
局
公
南
征
而
北
閤
怨
、
日
「
何
濁
不
来
也
」
、
東
征
市
西
圏
怨
、
日
「
何
濁
後
我
也
。
」

確
か
に
『
法
一
一
一
一

C
が
昔
在
周
公
、
征
子
東
方
、
四
間
是
王
:
:
:
其
思
失
夫
」
と
周
公
の
東
征
を
思
い
慕
わ
れ
た
も
の
と
述
べ
る
の
は
、

『
公
羊
停
』
及
び
解
詰
の
説
に
よ
く
合
う
。
な
ら
ば
膏
詩
と
も
判
断
で
き
そ
う
だ
が
、
魯
詩
を
用
い
る
『
白
虎
通
b

ご
旬
子
』
の
説
も
膏

詩
と
同
じ
で
あ
る
と
陳
喬
縦
は
一
一
一
一
口
う
。
そ
し
て
楊
雄
は
魯
詩
に
擦
る
と
考
え
る
の
で
、
『
法
一
一
一
一
「
先
知
篇
を
三
一
一
家
詩
遺
説
孜
』
の
中
の

よ
官
詩
遺
説
孜
』
に

の
で
あ
る
。



注
氏
は
陳
氏
に
賛
同
し
て
そ
の
説
を
引
用
し
、
一
蹴
月
詩
・
魯
詩
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
先
知
篇
は
魯
詩
に
擦
る
と
一
一
一
一
口
う
の
で
あ
る
。
し
か

し
果
た
し
て
薄
詩
で
は
な
く
、
魯
詩
に
操
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
魯
詩
と
す
る
明
確
な
根
擦
は
一
不
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

方
召
南
「
甘
栄
」
詩
に
つ
い
て
涯
氏
は
、

一
五
九
頁
に
翠
げ
た
ブ
説
苑
』
貴
徳
の
惇
(
「
自
険
以
東
者
・
:
召
公
主
之
」
)
に
司
法
一
一
一
一
口
』
は

基
づ
い
て
い
る
と
言
う
。
そ
し
て
こ
の
俸
は
、
コ
説
苑
h

の
撰
者
の
劉
向
が
魯
詩
を
偉
え
る
か
ら
『
魯
故
』
の
侠
文
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

吉
傍
所
載
の
上
疏
も
『
説
苑
h

の
「
縮
問
」
の
内
容
と
合
致
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
王
吉
は
韓
詩
を
傍
え
て
い
る
か
ら
、

⑪
 

韓
詩
と
魯
詩
は
同
じ
だ
っ
た
と
い
う
の
が
迂
氏
の
結
論
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
調
べ
て
み
る
と
コ
祝
苑
b

に
引
く
「
俸
」
は
『
魯
故
』
の
侠

⑫
 

文
で
は
な
く
、
吋
春
秋
公
羊
偉
』
隠
公
五
年
の
文
で
あ
る
。
『
公
羊
繍
「
は
陳
喬
縦
に
よ
れ
ば
膏
詩
で
あ
っ
た
。
劉
向
も
魯
詩
の
ほ
か
に
韓

⑬
 

詩
を
撃
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
吋
法
一
一
一
一
口
』
の
「
甘
栄
」
解
樟
は
、
膏
詩
と
韓
詩
に
合
う
こ
と
に
な
り
、
魯
詩
と
す

更
に
『
漢
世
一
一
「

る
明
確
な
根
擦
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

門
事
行
篇
「
正
考
甫
嘗
蹄
戸
士
口
甫
ム
矢
」
章
〕

次
に
注
氏
が
『
法
一
一
一
一
口
』
が
魯
詩
に
擦
る
根
擦
と
す
る
、
準
行
篇
「
正
考
甫
嘗
蹄
戸
吉
甫
失
」
章
と
孝
歪
篇
「
周
康
之
時
、
頒
磐
作
乎
下
、

関
雄
作
乎
上

章
の
義
疏
を
績
け
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
二
章
の
詩
説
は
と
も
に
『
詩
経
』
成
立
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ね

が

⑬

撃
行
篇
で
は
「
昔
、
顔
は
嘗
て
夫
子
を
稀
へ
り
、
正
考
甫
は
嘗
て
弄
吉
甫
を
蹄
へ
り
」
と
い
う
文
を
魯
詩
の
根
擦
と
す
る
。
顔
回
が
孔

正
考
甫
は
芳
吉
甫
を
目
標
と
し
た
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
李
軌
は
こ
れ
に
注
し
て
「
正
考
甫
、
宋
一
義
公
之
臣

子
を
目
標
と
し
た
よ
う
に
、

世
。
ヰ
ア
土
口
甫
、
周
宣
王
之
毘
也
。
吉
南
作
周
頒
、

正
考
甫
慕
之
而
作
一
閉
鎖
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
正
考
甫
が
一
間
煩
を
作
詩
し
た
と
い
う

説
を
一
法
築
費
は
魯
詩
と
断
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
句
史
記
』
宋
世
家
賛
に
正
考
父
が
一
商
頒
を
作
っ
た
と
あ
り
、
司
馬
還
を
魯
詩
説
と
考

⑬
 

え
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
法
一
一
一
日
』
は
句
史
記
』
の
説
と
同
じ
な
の
で
、
魯
詩
に
擦
る
と
一
一
一
一
口
う
の
で
あ
る
。

楊
雄
の
詩
経
撃
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確
か
に
司
馬
遷
は
孔
安
閣
に
『
向
指
一
一

C
を
間
学
ん
で
お
り
、
孔
安
園
は
申
培
に
よ
討
』
を
向
学
ん
で
い
る
。
そ
し
て
申
培
は
魯
詩
を
侍
え
て

⑬
 

い
る
が
、
司
馬
遼
が
孔
安
閣
か
ら
魯
詩
を
撃
ん
だ
と
い
う
記
録
は
見
嘗
た
ら
な
い
。
そ
の
よ
、
こ
の
賛
の
袈
鯛
集
解
に
は
「
韓
詩
一
間
頒
章

匂
亦
美
一
袈
公
」
と
あ
り
、
『
韓
詩
章
句
b

が
裏
公
を
讃
え
て
い
る
と
一
一
一
一
向
う
。
こ
の
集
解
に
釘
し
て
注
策
費
は
、
「
是
韓
義
問
魯
、
『
法
一
一
一
口
』

多
魯
詩
説
、
故
亦
以
一
閉
鎖
矯
正
考
甫
作
」
と
、
韓
詩
は
魯
詩
と
向
じ
な
の
だ
と
し
て
、
や
は
り
魯
詩
と
主
張
す
る
の
だ
が
、
梁
玉
縄
句
史

記
志
疑
』
巻
二
十
は
「
史
公
此
説
賞
本
韓
詩
、
故
『
法
一
一
一
一

r
墜
行
篇
臼
「
正
考
甫
稀
ヰ
ア
吉
帯
、
公
子
柔
斯
時
正
考
甫
」
」
と
し
て
宋
世
家

賛も司法一一一一

C
も
韓
詩
と
考
え
る
。
陳
喬
縦
は
『
史
記
』
宋
世
家
管
一
と
ご
紘
一
一
一
一
口
』
閥
均
十
行
を
魯
詩
と
す
る
の
だ
が
、
特
に
根
擦
は
示
し
て
い

、
A

、、J
O

ゃ
ん
d
l
v

⑫
 

撃
行
篇
に
は
こ
の
匂
に
績
け
て
更
に
「
公
子
盛
大
斯
は
嘗
て
正
考
甫
を
蹄
へ
り
」
と
あ
り
、
公
子
盛
大
斯
が
魯
頒
を
作
詩
し
た
と
一
一
一
一
口
う
。
こ

の
公
子
柔
斯
の
魯
頒
作
詩
説
に
は
問
題
が
あ
り
、
韓
詩
説
が
関
わ
っ
て
く
る
の
で
績
け
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
公
子
柔
斯
の
魯
頒
作
詩
説

は
、
魯
頒
「
関
宮
」
詩
に
「
新
廟
突
実
、
薬
斯
所
作
」
と
い
う
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
議
論
が
始
ま
る
。
こ
の
句
に
よ
っ
て
吋
文
選
』
班
囲
・

爾
都
賦
序
は
「
故
皐
陶
歌
虞
、
柔
斯
頒
魯
」
と
一
一
一
一
口
い
、
李
曲
一
一
口
注
は
「
韓
詩
魯
頒

「
新
廟
突
実
、
柔
斯
所
作
」
。
醇
君
日
、
薬
斯
、
魯
公

子
也
。
一
一
一
一
口
其
新
廟
爽
突
然
盛
。
同
定
詩
、
公
子
薬
斯
所
作
也
」
と
一
一
一
一
口
う
。
王
延
寄
「
魯
霊
光
殿
賦
」
と
そ
の
李
善
注
に
も
同
様
の
記
述
が
あ

⑬
 

り
、
韓
詩
は
明
ら
か
に
関
宮
詩
を
公
子
柔
斯
の
作
と
考
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
毛
俸
は
「
新
廟
、
関
公
廟
也
。
有
大
夫
公
子
薬
斯
者
作
是

廟
也
」
と
一
一
一
一
口
い
、
公
子
柔
斯
が
作
っ
た
の
は
廟
で
あ
る
と
説
き
、
正
義
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
王
臆
麟
『
図
的
問
子
紀
間
』
巻
三
は
班

囲
@
王
延
需
と
『
法
一
一
一
一
向
』
に
つ
い
て
「
正
義
一
辺
美
斯
作
新
廟
。
而
漢
世
文
人
班
国
・
王
延
寄
謂
魯
頒
柔
斯
作
、
謬
失
。
然
揚
子
之
一
一
一
一
口
皆
本

韓
詩
。
時
毛
詩
未
行
也
」
と
述
べ
、
楊
雄
の
詩
説
は
す
べ
て
韓
詩
に
基
づ
く
と
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
釘
し
て
注
策
費
は
「
操
『
法
一
一
一
一
「

此
文
、
別
知
魯
詩
解
柔
斯
所
作
矯
作
詩
、
輿
韓
詩
同
」
と
、
ご
紘
一
一
一
一
口
』
の
文
に
操
っ
て
魯
詩
説
が
韓
詩
に
同
じ
で
あ
る
と
説
く
に
と
ど
ま
り
、

陳
喬
縦
も
同
様
で
あ
る
(
『
魯
詩
選
説
孜
』
巻
六
)
。



盟
主
ヱ
篇
「
周
康
之
時
、
煩
磐
作
乎
下
、
関
雄
作
乎
上

孝
至
篇
の
「
周
康
之
時
、
頒
磐
作
乎
下
、
関
雄
作
乎
上
」
章
は
、
周
の
康
王
の
時
に
「
関
睡
」
が
作
ら
れ
よ

F
が
興
っ
た
こ
と
を
論

島醐d

じ
て
い
る
。
原
文
は
衣
の
と
お
り
で
あ
る
。

周
康
之
時
、
頒
聾
作
乎
下
、
関
雄
作
乎
上
、
習
治
也
。
替
担
之
時
、
組
問
春
秋
美
都
陵
、
習
乱
也
。
故
習
治
則
傷
始
乱
也
、
習
説
則

好
始
治
也
。

な

み

だ

周
康
の
時
、
頒
響
下
に
作
り
、
関
股
上
に
作
る
は
、
治
に
習
れ
れ
ば
な
り
。
膏
桓
の
時
、
織
れ
て
春
秋
に
部
陵
を
美
む
る
は
、

よ
ろ
こ

れ
れ
ば
な
り
。
故
に
治
に
習
れ
れ
ば
別
ち
始
め
て
乱
る
る
を
傷
み
、
説
に
習
れ
れ
ば
別
ち
始
め
て
治
ま
る
を
好
ぷ
な
り
。

乱
に
習

の
魯
詩
説
は
、
『
漢
帯
一
一
回
』
杜
欽
俸
の
上
疏
に
「
后
妃
之
制
、
夫
査
時
治
乱
存
亡
之
端
也
。
:
由
一
応
以
側
玉
嬰
鳴
、
関
雄
歎
之
。
知
好

色
之
伐
性
短
年
、
離
制
度
之
生
無
厭
、
天
下
将
蒙
化
、
陵
夷
而
成
俗
也
。
故
詠
淑
女
、
重
一
以
配
上
、
忠
孝
之
篤
、
仁
厚
之
作
也
」
と
あ
り
、

顔
師
古
法
に
「
李
奇
云
「
后
夫
人
難
鳴
側
玉
去
君
所
、
崩
康
王
后
不
然
、
故
詩
人
歎
市
傷
之
。
」
臣
竣
云
「
此
魯
詩
也
」
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
康
王
が
淑
女
を
得
ら
れ
ず
房
事
の
た
め
に
委
超
し
た
こ
と
を
刺
っ
た
も
の
と
「
関
雄
」
を
解
し
て
い
る
。
、
法
築
費
義
疏
も
「
子
宮
武
一
説

詩
、
皆
用
魯
義
、
故
此
以
関
雄
借
用
刺
康
王
之
詩
、
市
一
五
「
作
乎
上
」
、
亦
部
大
国
利
嬰
之
説
」
と
、
刺
詩
と
し
て
い
る
。
陳
氏
『
魯
詩
遺
説

孜
』
(
巻
二
も
同
様
で
、
こ
の
『
法
一
一
一
一

C
孝
至
篇
が
魯
詩
に
合
う
こ
と
か
ら
、
楊
雄
は
魯
詩
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。

他
方
、
『
毛
詩
』
は
序
に
「
関
雌
麟
肱
之
化
、
王
者
之
風
。
故
繋
之
周
公
。
:
:
:
周
南
召
南
、
正
始
之
道
、
王
化
之
基
。
是
以
関
峰
山
仰
木

得
淑
女
以
配
君
子
、
愛
在
進
腎
一
、
不
淫
其
色
。
哀
内
幼
宛
思
賢
才
而
無
傷
善
之
心
駕
。
日
疋
関
隆
之
義
也
」
と
一
一
一
一
口
う
よ
う
、
王
者
の
教
化
の
始

「
関
雄

楊
雄
の
詩
紹
問
時
十

一
六
五



一
六
六

め
と
し
て

関
陸
」
を
解
す
る
。

⑬
 

確
か
に
こ
の
章
は
魯
詩
に
合
う
。
た
だ
し
韓
詩
@
膏
詩
に
異
説
な
く
、
一
一
一
家
詩
の
い
ず
れ
と
も
剣
断
し
が
た
い
。

門
吾
子
篇
「
夏
躍
之
矯
耕
際
」
章
〕

最
後
に
吾
子
篇
の

夏
犀
之
矯
耕
際
」
章
を
検
討
し
よ
う
。
『
法
一
一
一
一
口
』
の
原
文
は

震
風
陵
雨
、
然
後
知
夏
屋
之
局
耕
際
也
。
虐
政
虐

世
、
然
後
知
聖
人
之
矯
郭
郭
也
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
夏
屋
之
借
用
耕
隊
」
と
は
大
き
な
建
物
が
覆
っ
て
(
暴
風
雨
か
ら
)
守
っ
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
中
の

夏
屋
」
と
い
う
語
が
秦
風
「
権
輿
」
に
基
づ
く
の
で
あ
る
(
「
於
我
乎
夏
屋
渠
渠
、
今
也
毎
食
無
銭
」
)
。

そ
し
て
こ
の
「
夏
」
字
と
「
屋

字
の
字
義
を
め
ぐ
る
四
家
詩
の
所
説
が
議
論
の
封
象
に
な
る
。

一
は
築
費
は
「
按
、
魯
、
韓
皆
以
夏
屋
震
宮
室
之
事
。
ぷ
疋
辞

1
口
北
部
王
注
一
五

南
子
』
本
経
高
注
一
五
「
夏
屋
、
大
屋
也
。
」
高
@
王
皆
用
魯
詩
、
此
訓
嘗
出
魯
故
」
と
述
べ
、
魯
詩
の

夏
、
大
殿
也
」
:
:
:
叉
招
魂
一
五
「
夏
、
大
屋
也
」
:
:
:
『
准

逸
と
高
誘
の
一
説
に
合
う
の
で
楊

雄
が
魯
詩
を
向
学
ん
だ
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
毛
俸
に
「
夏
、
大
也
」
と
一
一
一
一
口
う
の
と
も
合
う
。
韓
詩
に
つ
い
て
義
疏
は
「
句
通
血
亡
五
十
五

引
韓
詩
一
疋
「
殻
、
一
関
屋
市
夏
門
也
。
」
叉
引
停
一
五
「
周
、
夏
屋
市
一
関
門
。
」
則
韓
詩
雄
不
以
夏
矯
大
、
而
以
屋
矯
屋
宇
則
同
」
と
「
屋
」
字

の
解
糖
が
魯
詩
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
う
す
る
と
司
法
一
一
一
一
口
』
の
「
夏
屋
」
に
関
す
る
解
稗
は
、
魯
詩
の
壬
逸
と
一
品
誘
に
最

も
合
う
が
、
毛
詩
や
韓
詩
と
も
異
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

確
信
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
陳
喬
縦
『
一
一
一
家
詩
遺
説
孜
』
や

以
上
の
通
り
、
注
策
費
が
楊
雄
を
魯
詩
説
で
あ
る
と
す
る
章
の
義
疏
を
検
討
し
て
み
た
が
、
楊
雄
が
魯
詩
説
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う

青
『
揚
雄
許
停
』
(
南
京
大
望
出
版
枇
、
二
O
O
O年
、
七
五
賀
)
も
楊
雄
を
魯

詩
説
と
し
て
い
る
が
、
論
擦
は
注
栄
賓
と
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
か
ら
改
め
て
論
じ
な
い
。
む
し
ろ
梁
玉
縄
や

臆
麟
が
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
韓
詩
説



に
操
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
麿
嬰
コ
悶
漢
三
国
墜
案
』
の
よ
う
に
四
家
詩
の
い
ず
れ
か
に
定

⑫
 

め
ず
、
「
博
習
群
経
、
不
名
一
誠
」
(
巻
十
了
明
経
文
撃
停
序
)
と
判
断
す
る
の
が
妥
嘗
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
古
文
系
の
毛
詩
よ
り
は
、

今
文
の
魯
詩
も
し
く
は
韓
詩
説
に
近
い
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、

四
家
詩
の
う
ち
の
一
家
に
定
め
る
の
は
困
難
と
い
う
の
が
本
節
の

検
討
結
果
で
あ
る
。

『
法
一
一
一
一
口
』
の
詩
経
撃
の
特
色

『
法
一
一
一
一
口
』
の
詩
説
が
い
ず
れ
の
一
家
と
も
定
め
難
い
こ
と
は
、
楊
雄
に
よ
百
経
』
の
名
家
と
の
師
承
の
関
係
が
な
か
っ
た
こ
と
を
想
定

さ
せ
る
。
既
に
引
い
た
よ
う
に
楊
雄
は
白
序
に
「
章
句
を
矯
め
ず
、
訓
話
通
ず
る
の
み
」
と
明
記
し
て
い
る
か
ら
、
師
法
俸
授
の
盛
行
し

た
前
漢
に
あ
っ
て
も
、
特
定
の
詩
説
の
み
を
支
持
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
複
数
の
詩
説
を
撃
ん
で
い
た
可
能

性
さ
え
考
え
ら
れ
る
。
楊
雄
の
蛍
時
、
各
家
の
詩
説
は
煩
墳
に
な
っ
て
お
り
一
人
で
全
て
の
詩
篇
を
撃
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
大
小
雅
や
三

@
 

煩
に
分
け
て
撃
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
と
一
一
一
一
口
う
か
ら
、
部
分
ご
と
に
異
な
る
四
家
の
詩
読
を
撃
ぶ
こ
と
も
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
首
時
の
経

内
向
子
が
過
度
に
煩
墳
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
法
一
一
一
一
口
』
寡
見
篇
で
も
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。

日
「
五
一
絡
不
如
よ
也
子
』
之
約
塩
、
首
年
不
能
極
其
嬰
、
終
身
不
能
究
其
業
。
」
」
日
「
若
田
疋
期
間
公
惑
、
孔

子
賊
。
古
者
之
撃
耕
且
養
、
一
一
一
年
通
一
。
今
之
翠
也
、
非
濁
矯
之
華
藻
也
。
叉
従
而
繍
其
般
車
腕
、
悪
在
老
不
老
也
。
」
或
日
「
撃
者
之
説

可
約
邪
。
」
日
「
可
約
、
解
科
。
」

或
ひ
と
間
ふ
「
可
馬
子
長
に
一
一
一
一
口
有
り
、
日
く
「
五
経
は
『
老
子
』
の
約
に
し
か
ざ
る
な
り
。
嘗
年
其
の
獲
を
極
む
る
能
は
ず
、
終
身
其

或
問
「
司
馬
子
長
有
一
一
一
一
口
、

楊
雄
の
詩
綬
間
千

一
六
七



の
業
を
究
む
る
能
は
ず
ヒ
と
。

そ
こ

臼
く
「
是
く
の
ご
と
く
ん
ば
別
ち
周
公
は
惑
ひ
、
孔
子
は
賊
な
ふ
な
り
。
古
者
の
肇
は
耕
し
且
つ
養

ひ
、
一
二
年
に
し
て
一
に
遇
、
ず
。
今
の
撃
や
、
濁
り
之
が
華
藻
を
矯
す
の
み
に
非
ざ
る
な
り
。
叉
た
従
ひ
て
其
の
撃
税
に
繍
す
。
悪
く
ん

ぞ
老
不
老
に
在
ら
ん
や
い
と
。
或
ひ
と
臼
く
「
撃
者
の
説
は
約
す
べ
き
か
」
と
。

日
く
「
約
す
べ
し
、
科
に
解
け
」
と
。

こ
こ
で
は
、
古
え
は
三
年
で
一
経
に
通
じ
た
も
の
が
、
今
で
は
経
典
を
飾
り
た
て
る
ば
か
り
か
、
付
属
品
の
ハ
ン
ケ
チ
に
ま
で
刺
繍
を
施

し
て
い
る
と
、
蛍
時
の
経
墜
に
痛
烈
な
批
判
を
加
え
、
反
護
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
要
黙
を
こ
そ
翠
ぶ
べ
き
で
あ
る
と

い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
楊
雄
の
一
絡
闘
争
は
蛍
時
の
博
士
や
名
家
の
微
に
入
り
細
を
穿
つ
よ
う
な
撃
問
と
は
異
な
り
、
経
指
一
一
回
の
要
黙
や
主
旨
を

開
予
ぶ
こ
と
を
中
心
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
楊
雄
の
詩
経
撃
が
、
名
家
よ
り
師
承
を
受
け
ず
、

一
家
の
撃
に
嬢
ら
ず
に
、
た
だ
要
黙
や
主
旨
を
撃
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、

そ
の
方
法
に
果
た
し
て
問
題
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
人
で
全
て
の
詩
篇
を
撃
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
と
一
一
一
日
わ
れ
た
時
代
に
、
楊
雄
は

詩
篇
を
謹
く
正
確
に
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
詩
篇
の
理
解
に
多
少
の
混
範
や
誤
解
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
の
章
を
検
討
し
て
み
た
い
。

吾
子
篇
に
「
或
間
「
蒼
蝿
紅
・
紫
。
」
日
「
明
説
。
」
問
「
鄭
@
衛
之
似
。
」
臼
「
聴
聴
。
」
或
臼
「
朱
・
績
不
世
、
如
之
何
。
」
日
「
亦

精
之
市
巴
失
」
」
と
い
う
章
が
あ
る
。
「
蒼
蝿
(
ア
オ
バ
エ
)
」
「
紅
@
紫
」
「
鄭
・
衛
」
を
正
し
く
直
別
し
、
た
と
え
離
朱
・
師
蹟
と
い
っ
た

古
え
の
視
力
・
聴
力
に
優
れ
た
者
が
世
に
な
く
と
も
、
精
確
に
剣
断
す
る
よ
う
説
く
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
蒼
蝿
」
と
い
う
語
が
『
詩

一
線
』
に
基
づ
く
の
だ
が
、
こ
の
諮
は
替
風
「
難
鳴
」
に
「
難
既
鳴
失
、
朝
既
盈
奏
。
匪
難
則
鳴
、
蒼
蝿
之
替
」
と
あ
る
も
の
で
、
朝
方
に

「
難
鳴
」
と
混
同
し
た
と
詠
わ
れ
る
語
で
あ
る
。
他
方
、
小
雅
「
青
蝿
」
に
は
「
青
蝿
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
、
「
営
管
青
蝿
、
止
子

焚
。
山
一
旦
弟
君
子
、
無
信
議
一
一
一
一
口
」
と
詠
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
円
蝿
」
は
「
侵
入
」
の
こ
と
を
意
味
し
、
「
忠
臣
」
と
匿
別
さ
れ
る
べ
き
も



の
と
し
て
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
『
法
一
一
一
一
日
は
、
膏
風
「
難
鳴
」
の
「
蒼
蝿
」
で
は
な
く
小
雅
「
青
蝿
」
に
操
っ
て
い
る
の

で
あ
り
、
「
蒼
蝿
」
で
は
な
く
「
青
蝿
」
を
問
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

つ
ま
り
楊
雄
が
「
青
蝿
」
と
誤
っ
て
「
蒼
蝿
」
の
語
を
用
い
た

可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
表
現
の
上
で

性
も
あ
ろ
う
が
、
他
の
部
分
の
援
用
が
正
確
で
あ
る
の
に
比
べ
、
『
詩
一
線
「
の
援
用
と
し
て
は
不
正
確
で
あ
る
と
患
わ
れ
る
。

他
方
、
楊
雄
の
詩
経
撃
が
特
定
の
一
家
に
擦
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
利
貼
も
指
摘
で
き
よ
う
。
小
論
の
始
め
に
掲
げ
た
撃
行
篇
や
先
知
篇

の
例
が
、
経
世
一
一
回
の
句
を
取
り
込
み
新
た
な
表
現
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ま
さ
に
一
家
の
翠
に
操
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
は
あ
る

青
」
字
よ
り
「
蒼
」
字
を
好
ん
だ
、
も
し
く
は
故
意
に
文
字
を
改
め
た
可
能

ま
い
か
。
煩
墳
な
章
句
の
撃
を
治
め
て
い
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
章
句
に
と
ら
わ
れ
ず
「
経
文
を
自
在
に
散
り
ば
め
、
文
中
に
溶
け
込
ま

法
一
一
一
一
口
』
の
表
現
|
経
書
の
援
用
と
模
倣
」
)
が
由
民
現
で
き
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
そ
れ
に
比
べ
よ
悶
苑
h

貴
徳
が
「
詩

せ
た
表
現
」
(

に
日
く
」
と
し
て
引
用
を
導
い
て
い
た
の
は
、
『
韓
詩
外
惇
』
な
ど
と
同
様
の
援
用
方
法
で
あ
り
、
経
書
の
章
句
を
遵
守
す
る
も
の
と
言

え
よ
う
。
更
に
言
え
ば
、
司
法
一
一
一
一
己
先
知
は
『
詩
経
』
の
語
を
援
用
し
て
議
論
を
開
始
す
る
の
だ
が
、
よ
制
苑
』
貴
徳
は
議
論
の
後
に
結
論

の
正
月
間
回
を
裏
付
け
る
た
め
に
よ
討
経
』
の
語
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
『
説
苑
』
に
お
け
る
よ
肘
経
』
は
、
議
論
を
統
制
す
る
規
範

と
し
て
の
致
果
を
保
持
し
て
い
る
。
そ
れ
に
封
し
『
法
一
一
一
一

r
の
『
詩
綬
b

は
、
血
〈
擦
技
法
を
生
み
出
す
文
章
技
巧
と
し
て
の
致
用
が
あ

る
。
た
だ
し
撃
行
篇
の
例
(
小
論
一
五
七
頁
)
が
よ
討
経
』
の
句
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
傾
注
し
、
新
見
に
乏
し
い
こ
と
は
問
題
で
あ
っ
た
。

前
段
の
苔
子
篇
「
或
間
「
蒼
蝿
紅
・
紫
」
」
章
も
同
様
の
許
債
が
下
せ
よ
う
。

司
法
一
一
一
口
』
の
詩
経
撃
の
特
色
と
し
て
、
よ
刊
一
経
b

の
援
用
に
偏
向
の
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
よ
付
一
経
』
の
中
で
も
大
小
雅
と

三
煩
の
援
用
が
自
に
つ
く
の
で
あ
る
。
小
論
で
取
り
上
げ
た
詩
篇
で
は
園
風
と
雅
煩
/
は
ほ
ぽ
間
数
で
、
現
存
す
る
よ
付
経
』
の
割
合
と
饗

わ
り
は
な
い
が
、
小
論
に
引
用
し
て
い
な
い
例
も
含
め
る
と
明
ら
か
に
園
風
よ
り
も
大
小
雅
お
よ
び
三
頒
の
援
用
が
多
い
。
特
に
僻
賦
や

⑫
 

文
章
に
援
用
さ
れ
る
例
を
加
え
る
と
、
よ
り
明
確
に
な
る
。
楊
雄
が
関
風
よ
り
も
雅
頒
を
好
ん
だ
こ
と
は
、
撃
行
「
正
考
甫
嘗
蹄
戸
吉
甫

楊
雄
の
詩
経
問
時
十

一
六
九



七
O 

失
」
章
に
お
い
て
周
・
魯
・
一
間
頒
の
作
詩
者
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
た
こ
と
か
ら
察
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
既
に
拙
論
に
論
じ
た
通

り
、
「
越
充
圏
頒
」
が
小
雅
「
常
武

先
知
「
或
問
矯
政
有
幾
」
章
、
撃
行
「
正
考
甫
嘗
賄
罪
吉
甫
失
」
章
、
孝
歪
「
周
康
之
時
、
頒
静
作
乎
下
、
関
雄
作
乎
上
」
章
な
ど
か
ら

を
血
〈
擦
と
し
、

元
后
諒
」
に
雅
頒
の
語
を
多
数
引
い
て
い
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
そ
れ
は

讃
み
取
れ
る
よ
う
に
、
周
王
朝
へ
の
敬
慕
の
念
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

楊
雄
詩
経
間
干
の
来
歴

以
上
、
『
法
一
一
一
一

P
に
お
け
る
よ
討
経
』
援
用
の
賞
態
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
博
士
な
ど
の
名
家
よ
り
師
承
を
受
け
て
い
な
い
可
能
性

の
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
で
は
楊
雄
は
ど
の
よ
う
に
し
て
よ
付
経
ら
を
習
得
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
習
得
し
た
時
期
や
場
所
、
方
法

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

初
め
に
蛍
時
の
詩
博
士
、
関
子
生
の
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
楊
雄
が
前
学
生
を
迭
っ
た
元
帝
・
成
帝
期
の
状
況
を
一
瞥
し
て
み
よ

⑧
 

う
。
元
帝
は
張
諜
卿
や
一
角
嘉
よ
り
魯
詩
を
受
け
、
成
帝
は
伏
理
よ
り
膏
詩
を
受
け
て
お
り
、
詩
博
士
は
元
帝
期
の
替
詩
に
翼
奉
・
匡
衡
・

@
 

師
丹
、
魯
詩
に
江
翁
・
稽
少
孫
・
義
倍
、
韓
詩
に
長
孫
順
が
、
成
帝
期
の
菰
昼
間
に
師
丹
、
魯
詩
に
許
嬰
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

い
ず
れ
の
人
物
も
楊
雄
と
直
接
の
関
わ
り
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
一
一
一
家
詩
の
勢
力
に
甚
だ
し
い
差
異
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
地
理

の
上
で
も
替
詩
、
魯
詩
は
東
部
、
韓
詩
は
北
部
で
隆
盛
し
て
お
り
、
楊
雄
の
居
所
巴
萄
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
。
博
士
弟
子
は
元
帝
期
に

⑫
 

千
人
、
成
帝
末
に
は
三
千
人
と
増
員
し
て
い
る
が
、
楊
雄
へ
の
影
響
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

衣
に
巴
萄
の
吠
況
に
自
を
移
そ
う
。
『
史
記
』
『
漢
指
一
一
回
』
儒
林
俸
に
巴
萄
の
名
家
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
越
賓
な
る
人
物
が
『
易
』

⑫
 

を
修
め
た
と
い
う
記
事
が
コ
漢
書
』
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
後
漢
書
b

の
儒
林
停
に
な
る
と
よ
対
緩
』
だ
け
で
も
膏
詩
に



萄
郡
の
任
末
、
鹿
漢
の
景
驚
、
韓
詩
に
健
信
用
の
杜
撫
、
巴
郡
の
楊
仁
と
い
っ
た
名
家
が
現
れ
る
。
恐
ら
く
は
次
に
述
べ
る
萄
の
文
教
政
策

が
穀
果
を
あ
ら
わ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

景
帝
の
末
、
文
翁
な
る
人
物
が
萄
の
太
守
と
な
り
、
教
化
を
進
め
て
功
績
が
あ
っ
た
と
い
う
。
墜
宮
を
成
都
に
建
て
て
教
育
を
行
い
、

人
々
は
争
っ
て
子
弟
を
入
網
干
さ
せ
、
ま
た
張
叔
や
弓
馬
相
如
ら
十
鈴
人
を
選
ん
で
京
師
に
波
遣
し
て
い
る
。
彼
ら
は
博
士
よ
り
翠
業
を
受

@
 

け
律
令
を
撃
、
び
、
七
…
絡
を
授
か
っ
た
と
停
え
ら
れ
て
い
る
。
張
叔
は
武
帝
期
に
な
る
と
、
博
士
と
し
て
招
か
れ
、
天
文
災
異
を
明
ら
か
に

⑫
 

し
、
始
め
て
『
春
秋
章
句
』
を
作
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
の
萄
出
身
の
人
物
と
し
て
王
褒
が
い
る
が
、
楊
雄
の
生
ま
れ
た
前
五
三
年
に
は

既
に
浸
し
て
い
る
。
楊
雄
の
磐
問
に
影
響
を
輿
え
た
萄
の
人
と
言
え
ば
、
先
に
率
、
け
た
巌
遵
の
名
は
外
せ
な
い
。
若
い
頃
に
楊
雄
が
従
っ

た
師
と
し
て
唯
一
そ
の
名
の
停
わ
る
人
物
で
あ
り
、
楊
雄
も
し
ば
し
ば
表
彰
す
る
帯
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
博
賢
に
し
て
遇
、
ぜ
ざ
る
は
亡
⑫
 

し
」
と
稽
さ
れ
る
巌
濯
で
あ
る
が
、
そ
の
撃
は
『
易
b

と
老
荘
を
主
と
し
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
よ
討
経
』
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
。

可
法
一
一
一
口
』
開
明
に
は
巌
遵
と
封
比
し
て
楚
の
襲
勝
、
襲
舎
と
い
う
人
物
に
言
及
す
る
一
章
が
あ
る
。
謹
(
勝
、
襲
合
は
魯
詩
の
名
家
で
あ

る
か
ら
、
楊
雄
と
の
関
係
を
慎
重
に
検
詮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

楚
雨
襲
(
之
繋
、
其
清
失
乎
。
萄
荘
沈
冥
。
萄
荘
之
才
之
珍
塩
、
不
作
荷
見
、
不
治
荷
得
、
久
幽
而
不
改
其
操
。
離
随
・
和
何
以
加
諸
。

翠
弦
以
旗
、
不
亦
賢
乎
。
吾
珍
荘
塩
、
居
難
矯
也
。
不
慕
由
、
部
夷
失
。
何
義
欲
之
有
。

き

よ

あ

ら

は

楚
の
雨
襲
の
繋
き
こ
と
、
其
れ
清
な
る
か
。
萄
の
荘
は
沈
宜
ハ
な
り
。
萄
の
荘
の
才
の
珍
な
る
や
、
ザ
勾
も
見
る
る
を
作
さ
ず
、
十
句
も
得

?
」
判
制

JVU
や
り

る
を
治
め
ず
、
久
し
く
翻
し
て
其
の
操
を
改
め
ず
。
随
、
和
と
難
も
何
を
以
て
諸
に
加
へ
ん
。
葱
を
挙
げ
路
を
以
へ
ば
、
亦
た
賢
な

ら
ず
や
。
吾
の
荘
を
珍
と
す
る
は
、
局
し
難
き
に
居
れ
ば
な
り
。
由
を
慕
は
ず
ん
ば
、
即
ち
夷
。
何
の
襲
欲
か
之
れ
有
ら
ん
。

楊
雄
の
詩
経
撃

七



七

初
め
の
一
文
以
外
は
全
て
厳
選
を
讃
え
る
章
で
あ
る
。
楚
の
爾
襲
と
呼
ば
れ
る
襲
勝
、
襲
合
は
節
義
を
重
ん
じ
た
人
と
し
て
名
高
く
、
コ
漢

書
お
の
本
俸
に
成
帝
・
哀
帝
期
の
活
躍
が
描
か
れ
て
い
る
。
盤
(
勝
は
欧
陽
向
指
一
一
回
と
魯
詩
、
襲
(
合
は
魯
詩
を
受
け
五
経
に
通
じ
て
い
た
と
一
一
一
口

う
。
楊
雄
と
の
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、
二
人
の
出
身
は
楚
の
彰
城
と
武
原
で
あ
り
、
現
在
の
江
蘇
・
山
東
南
省
が
境
界
を
接
す
る
地
域

に
あ
る
。
楚
と
長
安
を
行
き
来
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
楊
雄
と
の
接
貼
が
あ
る
と
す
れ
ば
長
安
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
俸
に
擦

れ
ば
謹
(
勝
を
長
安
に
呼
ん
だ
の
は
萄
出
身
の
何
武
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
何
武
と
楊
雄
の
関
係
に
つ
い
て
は
拙
論
「
萄
に
お
け
る
楊
雄
の

庭
世
と
墜
問
」
(
前
出
)
に
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
何
武
は
楊
雄
と
同
じ
勝
の
出
身
で
二
十
歳
の
年
長
、
成
帝
期
に
は
一
ニ
公
と
な
り
な
が

ら
、
揚
雄
と
交
流
し
た
痕
跡
が
克
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
何
武
は
王
奔
と
敵
封
し
た
た
め
に
、
楊
雄
と
交
わ
る
機
曾
の
稀
な
存
在
と
考
え
ら

れ
た
。
謹
一
勝
は
何
武
の
推
薦
を
得
て
上
京
し
、
襲
合
は
襲
勝
に
推
薦
さ
れ
て
朝
廷
に
進
ん
で
い
る
か
ら
、
雨
襲
は
何
武
と
の
関
係
が
強
く
、

反
王
奔
一
淑
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ら
ば
楊
雄
と
も
敵
お
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
を
考
慮
し
、
改
め
て
前
掲
『
法
一
一
一
一
同
』

の
文
を
見
て
み
よ
う
。
果
た
し
て
「
楚
の
一
階
襲
の
繋
き
こ
と
、
其
れ
清
な
る
か
」
と
は
、
雨
襲
(
を
讃
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

文

は
感
嘆
表
現
で
は
な
く
、
疑
問
も
し
く
は
反
語
表
現
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

つ
ま
り
爾
襲
な
ど
は
巌
遵
に
比
べ
れ
ば
世
に
檎
賛
さ
れ
る

ほ
ど
の
存
在
で
あ
ろ
う
か
、
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
讃
め
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
一
文
以
外
は
全
て
厳
選
へ
の
讃
鮮
と
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
雨
襲
と
楊
雄
を
結
び
つ
け
る
根
擦
が
、
こ
の
章
以
外
に
見
詰
た
ら
な
い
こ
と
も
、
楊
雄
の
雨
襲
へ
の
無

関
心
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
楊
雄
が
雨
襲
よ
り
魯
詩
を
授
か
っ
た
可
能
性
は
考
え
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。

楊
雄
と
の
交
流
が
考
え
ら
れ
、
よ
肘
一
経
』
を
治
め
た
人
物
と
い
え
ば
劉
向
と
劉
款
の
名
が
思
い
浮
か
ぶ
。
劉
氏
父
子
は
楚
元
王
以
来
、

魯
詩
を
家
撃
と
し
て
い
た
。
た
だ
し
劉
向
は
就
述
の
通
り
韓
詩
も
墜
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
、
劉
款
は
毛
詩
を
翠
宮
に
立
て
よ
う
と
建
議

し
、
「
移
設
回
議
太
常
博
士
」
に
よ
っ
て
博
士
の
師
承
の
翠
を
非
難
し
て
も
い
る
。
特
に
劉
款
と
は
と
も
に
黄
門
に
給
事
し
た
こ
と
も
あ
り
、

@
 

楊
雄
と
の
往
復
書
簡
が
遺
っ
て
い
る
。
吏
に
そ
の
子
劉
棄
に
楊
雄
は
奇
字
を
作
る
こ
と
も
教
え
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
親
密
な
関
係
に
あ
っ



た
劉
款
よ
り
影
響
を
強
く
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
彼
ら
よ
り
『
詩
経
b

の
撃
を
授
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
な
ぜ

な
ら
雨
人
と
も
皇
族
で
あ
り
、
人
に
翠
問
を
教
授
し
た
形
跡
が
な
い
。
も
し
楊
雄
が
師
と
し
て
闘
争
ん
で
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
形

跡
が
あ
り
そ
う
だ
が
、

一
片
の
惇
承
す
ら
見
嘗
た
ら
な
い
。
相
互
に
よ
討
』
に
関
す
る
部
分
的
な
議
論
な
ど
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
師
承
に
相
嘗
す
る
関
係
を
も
っ
た
可
能
性
は
低
い
も
の
と
判
断
で
き
る
。

楊
雄
の
詩
一
経
撃
と
関
わ
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
人
物
に
侯
芭
と
い
う
者
が
い
る
。
コ
漢
書
b

楊
雄
偉
賛
に
操
れ
ば
、
糞
州
・
箆
鹿
の
人

で
常
に
雄
に
従
い
、
勾
太
玄
』
司
法
一
一
一
一
同
』
を
受
け
、
楊
雄
の
た
め
に
墳
丘
を
作
り
三
年
の
喪
に
服
し
た
と
一
一
一
一
口
う
。
楊
雄
の
弟
子
と
見
な
す
こ

と
も
で
き
る
の
だ
が
、
『
階
骨
一
一
回
』
経
籍
志
に
「
韓
詩
翼
要
十
巻
、
漢
侯
萄
停
」
と
あ
り
、
挑
振
宗
『
情
書
経
籍
志
考
詮
』
は
こ
の
「
侯
菅
」

⑪
 

が
「
侯
芭
」
の
こ
と
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
『
韓
詩
翠
(
要
』
を
編
し
た
の
が
侯
芭
で
あ
る
な
ら
ば
楊
雄
と
韓
詩
と
の
つ
な
が
り
が
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

よ
討
綬
』
か
ら
少
し
離
れ
る
も
の
の
、
楊
雄
と
経
壌
の
関
わ
り
を
考
え
る
時
、
気
に
な
る
の
が
張
諌
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
楊
雄
の
「
答

劉
款
書
」
に
張
煉
が
吋

b

を
橋
賛
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
『
漢
帯
一
一
回
』
瀞
侠
停
に
は
陳
遵
が
楊
雄
の
コ
潤
簸
』
を
引
い
て

張
練
を
概
論
し
た
話
が
見
え
る
。
張
諌
は
祖
父
の
張
倣
、
父
の
張
吉
と
と
も
に
小
撃
の
名
家
で
あ
る
。
そ
し
て
杜
鄭
・
杜
林
父
子
と
は
縁

戚
関
係
に
あ
り
、
雨
家
の
間
で
小
型
を
相
互
に
偉
授
し
て
い
る
。
ま
た
張
倣
は
『
春
秋
左
氏
俸
』
、
杜
林
は
『
漆
世
一
一
回
古
文
倫
書
h

をも悶尚子

@
 

ん
だ
一
経
撃
家
で
あ
り
、
杜
林
は
劉
款
と
と
も
に
楊
雄
を
絶
賛
し
た
沼
迭
の
同
僚
で
も
あ
る
。
楊
雄
と
直
接
関
わ
る
の
は
張
棟
一
人
で
あ
る

が
、
張
練
を
起
貼
に
麗
く
他
の
綬
的
尚
子
家
と
結
び
付
く
の
で
あ
る
。
詩
経
翠
か
ら
は
距
離
が
あ
る
が
、
楊
雄
が
経
撃
を
習
得
す
る
過
程
を
考

え
る
に
は
重
要
な
事
賓
と
思
わ
れ
る
。

楊
雄
の
詩
一
経
型

ー七



七
回

終

わ

り

に

以
上
の
よ
う
に
楊
雄
の
周
遺
を
調
査
し
て
も
詩
経
墜
の
名
家
と
の
明
確
な
師
承
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
図
難
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
の

よ
う
に
し
て
『
詩
経
』
を
習
得
し
た
の
か
と
言
え
ば
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
濁
墜
で
あ
ろ
う
。
初
め
に
述
べ
た
通
り
、
楊
雄
は
一
年

間
、
宮
中
の
書
物
の
関
覧
が
許
さ
れ
て
い
る
の
で
、
盟
国
物
に
よ
っ
て
詩
経
翠
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
晩
年
に
は

天
総
閣
に
て
校
書
作
業
も
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
(
『
漢
書
』
楊
雄
博
賛
)
、
日
々
書
物
と
と
も
に
過
ご
し
て
い
た
も
の
と
忠
わ
れ

る
。
た
だ
し
濁
翠
の
み
で
は
限
界
も
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
萄
で
は
文
翁
が
建
て
た
撃
官
に
通
い
、
ま
た
短
期
的
に
は
私
塾
や
個
人
に
向
学
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
。
巌
漫
に
師
事
し
た
と
い
う
の
も
そ
の
一
過
程
で
あ
る
。
前
節
で
検
討
し
た
遁
り
、
嘗
時
楊
雄
の
屑
濯
を
と
り
ま
く
詩
経
撃

の
紋
況
か
ら
考
え
て
も
、
よ
討
一
経
ら
に
つ
い
て
一
定
程
度
の
墜
識
の
あ
る
人
物
に
習
う
こ
と
に
困
難
が
あ
っ
た
と
は
忠
わ
れ
な
い
。
漢
志

@
 

に
「
俗
師
」
や
「
関
里
室
田
部
」
と
い
う
語
が
見
え
、
初
撃
者
を
封
象
と
し
た
民
間
の
識
字
教
育
者
を
意
味
し
て
い
る
。
小
島
十
の
分
野
で
は

特
に
民
間
教
育
の
需
要
は
高
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
塾
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
経
翠
に
つ
い
て
も
、
博
士
な
ど
の
名
家
で
は
な
く

と
も
在
野
の
師
に
撃
ぶ
こ
と
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
楊
雄
の
よ
討
経
』
に
開
附
す
る
撃
識
は
、
習
得
方
法
に
比
し
相
世
間
に
水
準
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と
許
債
で
き
よ
う
。
小
論

に
て
検
讃
し
た
『
詩
経
』
の
堕
殖
が
、
名
家
や
博
士
に
師
事
す
る
こ
と
な
く
獲
得
さ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
相
一
胞
の
刻
苦
を
経
た
も
の
と

患
わ
れ
る
。
そ
し
て
他
の
終
章
一
日
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
楊
雄
の
作
品
に
は
『
骨
一
一
日
経
』
や
『
春
秋
』
、
『
論
語
』
な
ど
も

し
ば
し
ば
援
用
さ
れ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
師
承
を
得
て
は
い
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、
習
得
さ
れ
た
撃
力
は
驚
く
べ
き
水
準
に
達
し
て
い

た
と
評
債
で
き
よ
う
。

楊
雄
の
綬
向
学
習
得
過
程
に
つ
い
て
更
に
踏
み
込
ん
で
考
え
る
な
ら
、
小
撃
を
得
意
と
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う



@
 

か
。
楊
雄
は
小
撃
を
萄
地
に
て
巌
混
と
林
間
翁
孫
に
向
学
ん
で
い
る
。

二
人
は
隠
士
の
風
を
備
え
た
人
物
だ
が
、
前
半
生
に
て
十
分
な
小
翠

の
基
礎
を
身
に
つ
け
た
こ
と
が
、
後
の
楊
雄
の
撃
間
に
多
大
な
影
響
を
輿
え
た
に
違
い
な
い
。
小
向
型
書
と
し
て
著
書

J
訓
纂
』
と
『
揚
雄

蒼
韻
訓
纂
b

各
一
篇
が
漢
志
に
著
録
さ
れ
て
お
り
、
吋
方
一
一
口
ご
も
編
纂
し
て
い
る
。
『
方
一
一
一
一
口
』
が
小
撃
家
の
張
旅
よ
り
高
い
許
債
を
得
た
こ

と
は
既
に
述
べ
た
。
か
の
劉
款
も
「
輿
楊
雄
書
」
の
中
で
編
纂
中
の
句
方
一
一
一
一

C
を
絶
賛
し
、
速
や
か
に
献
上
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
楊

雄
と
他
の
経
書
を
結
び
つ
け
る
記
述
は
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
楊
雄
の
小
翠
は
嘗
時
十
分
に
名
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
楊
雄
が
経

章
一
回
を
習
得
し
た
際
に
は
、
こ
の
小
型
J

の
知
識
が
大
き
く
も
の
を
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
小
撃
の
知
識
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
経

の
理
解
を
深
め
、
讃
帯
一
一
回
し
濁
翠
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
自
序
に
一
一
一
口
う
「
章
句
を
矯
め
ず
、
訓
話
通
、
ず

る
の
み

と
は
、
師
承
を
受
け
な
い
が
、
小
撃
の
知
識
に
よ
っ
て
壁
間
を
進
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
楊
雄
の

詩
経
照
子
は
、
小
撃
の
知
識
を
駆
使
し
て
習
得
さ
れ
、
司
法
一
一
一
一
口
』
に
お
い
て
典
嫁
表
現
と
し
て
開
花
し
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

注

『
漢
書
』
王
宮
(
繭
謹
一
飽
俸
に
厳
君
卒
の
名
で
衣
の
よ
う
に
あ
る
。
最
)
君
卒
ト
筆
於
成
都
市
:
・
裁
臼
閲
数
人
、
得
百
銭
足
白
養
、
則
閉
捧
下
簾
而
授

『
老
子
』
。
博
覧
亡
不
通
、
依
老
子
・
巌
周
之
指
著
書
十
鈴
高
一
一
一
一
日
。
楊
雄
少
時
従
遊
戯
十
、
以
而
仕
京
師
頴
名
、
敷
矯
朝
廷
在
位
賢
者
栴
君
卒
徳
。
」

②
「
答
劉
款
書
」
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
雄
矯
郎
之
歳
、
白
奏
、
少
不
得
翠
、
而
心
好
沈
博
絶
麗
之
文
。
願
不
受
三
歳
之
奉
、
旦
休
脱
直
事
之
訴
、

得
掠
心
麗
意
、
以
自
克
就
。
有
詔
、
可
不
奪
奉
、
令
尚
書
賜
筆
墨
銭
六
革
問
、
得
観
書
於
石
室
。
如
是
後
一
歳
、
作
縮
補
・
霊
節
・
龍
骨
之
銘
詩
三
章
、

成
帝
好
之
、
途
得
重
意
。
」
こ
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
楊
雄
「
答
劉
款
書
」
諜
注
」
(
『
立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
、

立
命
館
大
翠
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
、
ニ

O
O
七
年
)
が
あ
る
。

①
 

楊
雄
の
詩
綬
向
山
子

戸七

五



一
七
六

③ 

一一寸

『

』
の
表
現
|

l経
書
の
援
用
と
模
倣
i

l
」
は
『
撃
林
』
一
一
一
ム
ハ
ニ
ニ
七
競
(
中
圏
整
文
研
究
舎
、
一
一

0
0
一一

)
所
牧
。
「
論
揚
雄
的
「
超
充

図
頒
」
」
で
は
「
越
充
閤
頒
」
の
藍
本
を
『
詩
経
』
大
雅
・
常
武
と
考
え
(
『
《
文
選
》
輿
「
文
選
問
時
十
」
』
中
園
文
選
研
究
曾
端
、
肇
苑
出
版
枇
、
二

O
O
三

年
)
、
「
楊
雄
「
一
元
后
諒
」
の
背
景
と
文
櫨
」
で
は
、
「
一
冗
后
均
一
部
」
と
『
詩
経
』
諸
篇
を
比
較
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
(
『
事
林
』
四
六
・
四
七
続
、
中
間
凶
饗

文
研
究
曾
、
ニ

O
O八
年
)
。

④ 

託
制
〔
木
賢
司
法
一
一
一
一
同
義
疏
』
(
牽
北
・
欝
文
印
書
館
、

と
一
一
一
口
う
が
、
『
麿
韻
』
(
青
韻
)
は
「
端
、
或
作
蛤
」
と
一
一
一
口
う
。
ム
ワ
は
後
者
に
従
う
。

⑤
こ
の
文
の
「
幾
」

一
九
六
八
年
)
は
「
「
摂
嬬
」
、
今
『
毛
詩
』
『
欝
雅
』
皆
作
「
摂
蛤
」
、
此
作
「
嬬
」
蓋
魯
詩
異
文
」

に
李
軌
は
「
要
也
」
と
注
し
、
「
教
」

に
は
「
厭
」
と
注
し
て
い
る
。
更
に
託
築
費
義
疏
は
「
幾
」
字
に
つ
い
て
「
按
弘
範
讃

局
機
、
故
訓
馬
要
」
と
一
一
一
一
向
う
の
に
従
う
。

⑥ 

後
述
す
る
よ
う
に
「
四
闘
是
王
」
は
よ
前
経
』
破
斧
に
基
づ
く
が
、
『
毛
詩
』
は
「
四
囲
是
皇
」
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
、
司
馬
光
の
集
注
(
『
纂
圏

分
門
類
題
五
自
注
揚
子
法
一
一
一
一
口
』
巻
六
、
宋
劉
通
判
宅
仰
高
堂
刻
本
影
印
中
華
再
遺
骨
出
口
本
、
北
京
国
書
館
出
版
社
、
二

O
O一
一
一
年
)
に
「
王
宮
作
庄
一
」
と
あ

り
、
穿
詩
の
異
文
(
『
呂
氏
家
塾
讃
詩
記
』
巻
十
六
に
「
叢
一
氏
田
、
膏
詩
作
四
国
是
匡
」
)
と
考
え
る
の
に
従
う
。

⑦ 

『
春
秋
公
芋
惇
』
倍
公
四
年
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
野
人
執
陳
鞍
濡
塗
。
濡
塗
之
罪
伺
。
辞
箪
之
道
也
。
其
陪
府
軍
之
道
奈
何
。
濡
塗
謂
桓

公
日
「
君
凱
服
南
夷
呉
、
何
不
還
師
演
海
市
東
、
板
東
夷
旦
蹄
。
」
桓
公
日
「
諾
。
」
於
是
還
師
演
海
市
東
、
大
路
子
補
津
之
中
。
顧
問
執
濡
塗
。
執
者

易
局
或
栴
侯
、
或
稿
人
。
橋
侯
市
執
者
、
伯
討
也
。
橋
人
而
執
者
、
非
伯
討
也
。
此
執
有
罪
、
何
以
不
得
矯
伯
討
。
古
者
周
公
東
征
則
西
国
怨
、
西
征

則
東
関
怨
。
桓
公
偲
途
子
陳
市
伐
楚
、
則
陳
人
不
欲
其
反
自
己
者
、
師
不
正
故
也
。
不
備
其
師
同
執
譲
塗
、
古
人
之
討
、
則
不
然
也
。
」

③ 

hJA間
ま

『

/
一
ニ
日
目

p
t

』
の
引
用
に
『
揚
子
法
一
吉
』
十
三
容
(
四
部
叢
刊
所
牧
影
印
石
硯
帝
翻
宋
治
手
監
本
)
を
用
い
て
い
る
が
、
『
纂
圏
分
門
類
題
五
臣
注

揚
子
法
一
一
一
日
』
十
巻
(
前
出
)
は
「
軸
」
字
を
『
毛
詩
』
と
間
じ
「
柚
」
と
し
て
い
る
。

@ 

『
孔
子
家
語
』
好
生
に
よ
り
三
矢
思
其
人
必
愛
其
樹
」
の
八
字
を
補
う
。

⑮ 

『
漢
書
』
翠
文
志
・
六
欝
略
・
詩
に
よ
世
故
』
二
十
五
巻
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
『
詩
経
』
関
連
著
書
に
つ
い
て
は
『
歴
代
詩
経
著
述
考
』
(
劉
銃
慶
、

中
華
書
局
、
二

O
O
一一位
l

)

を
適
宜
参
照
し
た
。



⑪
 
吋
法
一
一
一
一
日
義
疏
』
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
按
、
子
政
世
停
魯
詩
、
此
所
引
詩
惇
必
甘
栄
『
魯
故
』
文
。
『

』
此
文
云
「
述
職
」
、

T
A

「
其
忠
失
夫
」
、

亦
皆
本
詩
惇
矯
説
。
『

』
王
吉
偉
載
吉
上
疏
諌
日
間
口
巴
王
一
五
「
昔
召
公
述
職
、
富
民
事
時
、
合
於
栄
下
而
聴
断
駕
。
是
時
、
人
皆
得
其
所
。
後
世
思
其

仁
恩
、
主
乎
不
伐
甘
葉
、
甘
栄
之
詩
是
也
。
」
士
口
博
韓
詩
、
一
間
此
疏
一
広
一
五
、
血
(
『
説
苑
』
引
健
全
合
、

韓
説
問
。
」

⑫ 

「
自
侠
而
東
者
、
周
公
主
之
、
自
陳
而
西
者
、
召
公
主
之
」
と
あ
り
、
コ
詞
苑
』
の
「
侠
以

が
「
挟
而
」
に
饗
わ
っ
て
い
る
以
外
に
差
異
は
な
い
。

⑬ 

余
嘉
錫
『
四
庫
提
要
地
問
諮
』
子
部
・
新
序
な
ど
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑭ 

こ
の
章
の
み
十
一
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
蹄
腰
之
馬
、
亦
膜
之
乗
也
。
蹄
顔
之
人
、
亦
顔
之
徒
也
。
或
日

顔
徒
易
乎
。
」
日
「
蹄
之
則
自
疋
。
」
日
「
昔

顔
嘗
蹄
夫
子
央
、
正
考
南
営
問
時
現
吉
甫
央
、
公
子
柔
斯
嘗
蹄
正
考
南
突
。
不
欲
時
期
己
実
。
如
欲
持
、
執
禦
鴬
。

⑬ 

義
疏
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
按
、
此
魯
詩
説
也
。
『
史
記
』
宋
世
家
賢
一
云
士
課
公
之
時
、
修
行
仁
義
、
欲
矯
盟
主
、
其
大
夫
正
考
ハ
久
美
之
、
故
追
道
契
・

湯
・
高
宗
所
以
興
、
作
一
閉
鎖
。
」
遷
矯
申
公
再
博
弟
子
、
説
詩
皆
本
魯
義
。
」

⑮ 

劉
立
志
『
漢
代
《
詩
一
経
》
翠
史
論
』
(

ニ
O
O
七
年
)
は
、
第
四
章
第
一
節
「
可
馬
遷
之
会
付
経
》

」
に
お
い
て
司
馬
濯
が
魯
詩
以
外

の
詩
説
も
兼
習
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

⑫ 

『法一一一一
C
李
軌
注
に
「
薬
斯
、
魯
寝
公
之
臣
也
、
慕
正
考
南
、
作
魯
煩
」
と
あ
る
。

⑬ 

ド
ぃ
、
李
強
口
注
に
「
韓
詩
日
「
新
廟
爽
突
、
薬
斯
所
作
」
。
醇
君
日
「
薬
斯
、
魯
公
子
也
。

一
一
一
一
日
其
新
一
廟
突
突
然
躍
。
是
詩
公
子
柔
斯
所
作
也
」
と
あ
る
。
ほ
か
に
『
後
漢
書
』
曹
褒
俸
に
も
「
昔
薬
斯
煩
魯
、
考
南
詠
般
」
と
あ
り
、
李
賢
注
に
「
韓

『
文
選
』

「
魯
議
光
殿
賦

も
序
に

故
柔
斯
煩
倍
」

詩
日
「
新
廟
突
突
、
薬
斯
所
作
。
」
辞
君
博
云
「
是
詩
公
子
柔
斯
所
作
也
」

な
お
、
陳
喬
縦
『
膏
詩
遺
説
孜
』
(
巻
四
)
は
曹
褒
の
家
が
慶
氏

磁
を
修
め
て
お
り
、
慶
普
が
詩
は
后
蒼
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
凶
褒
を
膏
詩
と
す
る
。

⑬ 

白
川
静
よ
討
…
総
研
究
通
論
篇
』
は
『
法
一
一
一
一
口
』
本
章
を
引
き
、
「
周
初
主
治
の
の
ち
を
承
け
て
、
康
王
の
と
き
は
じ
め
て
刺
詩
が
超
っ
た
と
す
る
も
の
で
、

こ
れ
が
嘗
時
の
通
説
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
(
第
一

一
、
周
南
・
召
南
、
『
白
川
静
著
作
集
』
十
、
八
二
百
二

⑫ 

解
一
…
勝
一
霞
『
揚
雄
血
(
漢
代
経
閥
均
十
三
虞
東
人
民
出
版
一
位
、
二

O
一
一
年
)
は
、
『
太
玄
』
が
費
氏
易
、
司
法
一
一
一
一
己
が
吋
魯
論
語
』
に
基
づ
く
と
す
る
も
の
の
、

よ
詩
一
経
』
ほ
か
の
今
古
文
説
は
検
討
せ
ず
、
王
青
説
を
批
判
し
て
「
其
思
想
不
可
能
純
層
古
文
経
翠
家
或
今
文
経
撃
家
:
・
臆
鴎
慮
在
今
古
文
之
間
的
翠
者

楊
雄
の
詩
綬
撃

r七
一七



七
八

型
終
盤
J

家
」
(
四
四
百
(
)
と
述
べ
て
い
る
。

⑫ 

劉
散
「
移
書
一
譲
太
常
博
士
書
」
に
「
至
孝
武
皇
帝
、
然
後
鄭
・
魯
・
梁
・
越
頗
有
詩
・
鵡
・
春
秋
先
師
、
皆
起
於
建
一
克
之
問
。
首
此
之
時
、

一
人
不

能
濁
護
其
経
、
或
矯
雅
、
或
矯
頒
、
相
合
間
成
」
と
あ
る
。

⑫ 

辞
賦
や
文
に
お
け
る
よ
日
経
』
の
援
用
は
、
張
震
津
『
揚
雄
集
校
注
』
(
一
九
九
三
年
、
上
海
古
籍
出
版
枇
)
が
概
ね
言
及
し
て
お
り
参
考
に
な
る
。

⑫ 

張
瀞
卿
に
つ
い
て
は
『
漢
書
』
儒
林
停
に
「
張
生
兄
子
瀞
締
局
諌
大
夫
、
以
詩
授
一
冗
帝
」
と
あ
り
、
こ
の
「
詩
」
は
魯
詩
を
指
し
て
い
る
。
高
嘉
は

『
後
漢
書
』
一
口
問
認
惇
に

一
向
調
字
季
困
、
平
原
般
人
也
。
曾
組
父
嘉
、
以
魯
詩
授
元
帝
、
仕
至
上
谷
太
守
」
と
見
え
る
。
伏
理
は
か
の
伏
生
の
子
孫
で
あ

り
、
庄
一
衡
よ
り
薄
詩
を
授
か
り
、
成
帝
に
博
授
し
て
い
る
。
(
『

』
儒
林
停
、
『
後
漢
書
』
伏
湛
鱒
)

⑫ 

各
博
士
の
時
期
の
特
定
に
は
密
難
が
伴
う
の
で
、
今
は
洪
乾
結
『
漢
代
経
撃
史
』
上
・
下
(
一
九
九
六
年
、

国
彰
出
版
社
)
第
三
章
の
説
に
従
う
。

⑫ 

『
漢
書
』
儒
林
俸
に
「
元
帝
好
儒
、
能
通
一
経
者
皆
復
。
数
年
、
以
用
度
不
足
、
更
局
設
員
千
人
、
郡
圏
置
五
経
百
石
卒
史
。
成
帝
末
、
或
一
吉
孔
子
布

衣
養
徒
三
千
人
、
今
天
子
太
撃
弟
子
少
、
於
是
増
弟
子
員
三
千
人
。
歳
絵
、
復
如
故
」
と
あ
る
。

』
儒
林
博
に
衣
の
よ
う
に
見
え
る
。
「
萄
人
越
賓
好
小
数
骨
昔
、
後
局
『
易
』
、
飾
「
易
』
文
、
以
矯
「
箕
子
明
夷
、
陰
陽
気
亡

箕
子
。
箕
子
者
、
高
物
ガ
萎
葱
也
。
」
賓
持
論
巧
慧
、
易
家
不
能
難
、
皆
目
「
非
古
法
也
。
」
去
受
孟
喜
、
宜
開
局
名
之
。

⑮ 

趨
賓
に
つ
い
て
は
『

後
客
一
死
、
莫
能
持
其
説
。
喜
四

不
肯
仰
、
以
此
不
見
倍
。
」
他
に
経
閥
均
十
を
治
め
た
と
惇
え
ら
れ
る
者
と
し
て
、
『
易
』
と
『
春
秋
』
に
優
れ
た
巴
郡
の
諜
玄
、
博
士
に
翠
び
『
易
』
を
治
め

た
萄
の
人
何
武
が
あ
り
、
拙
論
「
萄
に
お
け
る
楊
雄
の
慮
世
と
翠
問
」
(
『
立
命
館
文
撃
』
五
九
八
、
立
命
館
大
型
人
文
翠
曾
、
ニ

O
O
七
年
)
四
章
に
て

検
討
を
加
え
た
。

⑫ 

『
漢
書
』
徳
吏
惇
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
「
文
翁
、
臆
江
野
人
也
。
少
好
閥
均
十
、
通
『
春
秋
』
、
以
郡
牒
吏
察
製
。
景
帝
末
、
矯
萄
郡
守
、
仁
愛
好
救
化
。

見
萄
地
酔
植
有
蟹
夷
風
、
文
翁
欲
誘
進
之
、
乃
選
郡
牒
小
吏
開
敏
有
材
者
張
叔
等
十
鈴
人
親
白
鶴
属
、
遣
詣
京
師
、
受
業
博
士
、
或
内
向
子
律
令
。
:
・
叉
修

組
問
子
官
於
成
都
市
中
、
招
下
勝
子
弟
以
矯
閥
均
十
官
弟
子
、
局
除
吏
何
齢
、
高
者
以
補
郡
綜
吏
、
衣
魚
孝
弟
力
因
。
」
ま
た
『
一
二
闘
志
』
秦
広
博
の
「
答
王
一
問
書
」

に
「
文
翁
遣
相
如
東
受
七
経
、
岨
沼
教
吏
民
、
於
是
萄
撃
比
於
一
替
魯
」
と
あ
る
。

⑮ 

コ
川
中
陽
闘
志
』
巻
一
一
…
・
萄
志
に
「
孝
武
帝
皆
徴
入
叔
矯
博
士
。
叔
明
天
文
矢
田
県
、
始
作
『
春
秋
章
句
』
。
官
主
侍
中
、
揚
州
刺
史
」
と
あ
る
が
、



巻
十
・
先
賢
士
女
綿
讃
論
に
は
「
張
寛
字
叔
文
、
成
都
人
也
。
萄
承
秦
後
、
質
文
刻
野
。
太
守
文
翁
遣
寛
詣
博
士
。
東
受
七
経
、
還
以
敬
授
。
・
:
作
『

秋
章
句
』

」
と
あ
る
。
張
叔
と
「
張
寛
字
叔
文
」
は
同
一
人
物
で
あ
る
ら
し
い
。

⑮ 

巌
遵
に
つ
い
て
は
注
①
に
て
言
及
し
た
が
、
他
に
『
華
陽
闘
志
』
巻
十
に
は
「
雅
性
濃
泊
、
翠
業
加
妙
。
専
精
大
易
、
批
於
老
荘
。
:
・
授
老
荘
、
著
指
錦
、

矯
道
書
之
宗
。
楊
雄
少
部
之
、
橋
其
徳
。
」
と
あ
り
、
『

』
経
籍
志
に
は
「
漢
徴
士
厳
遵
注
『
老
子
』
二
巻
。
『
老
子
指
蹄
』
十
一
巻
巌
遵
注
」
と
二

骨
一
一
闘
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

⑩ 

楊
雄
と
劉
款
に
は
往
復
書
簡
が
あ
る
。
拙
稿
「
楊
雄

答
劉
歌
書
」
諜
注
」
(
前
出
)
、
「
楊
雄
「
答
劉
散
骨
一
一
巴
と
そ
の
小
町
時
十
」
(
『
立
命
館
白
川
静
記
念

東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
、
立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
、
二

O
O
八
年
)
に
て
検
討
し
て
い
る
。

@
 
挑
振
宗
『
陪
書
経
籍
志
考
諮
』
(
巻
一
一
一
『
韓
詩
翼
要
』
)
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
益
、
苗
字
形
相
近
、
義
亦
相
遇
、
故
自
来
偉
寓
不
一
。
其
稿

侯
包
者
、
則
叉
萄
之
誤
也
。
よ
酬
衡
』

一
品
「
子
雲
作
太
玄
、
侯
錦
子
随
而
官
一
之
」
則
其
字
鋪
子
。
唐
・
王
涯
「
説
玄
」
橋
「
範
鹿
侯
芭
子
常
」

問
叉
字
子
常
。
由
是
知
揚
雄
博

十
巴
」
下
放
「
子
」

其
原
文
期
云
「
而
錠
鹿
侯
芭
子
常
(
筆
者
注
:
『
漢
書
』
関
「
子

字
)
従
雄
居
」
下
文
王
邑
・

巌
尤
謂
桓
謂
日
「
子
常
(
筆
者
注
:
「
常
」
字
、
『

』
作
「

」
)
栴
揚
雄
書
、
霊
能
停
於
後
世
乎
。
」
此
楠
子
常
即
謂
侯
芭
、
非
檎
桓
謹
。
芭
不
知

卒
於
何
時
、
或
亦
輿
桓
君
山
至
光
武
世
、
所
著
叉
有
『
法
一
一
一
一
口
注
』
見
本
志
子
部
儒
家
、
叉
有
『
太
玄
注
』
見
王
誼
「
説
玄
」
。
今
所
博
『
太
玄
』
樺
文
出

自
侯
芭
一
五
。
」
な
お
『
韓
詩
謹
一
要
』
は
侠
書
だ
が
、
『
毛
詩
正
義
』
「
斯
干
」
「
白
華
」
「
江
漢
」
「
抑
」
に
「
侯
萄
(
侯
包
)
説
」
と
し
て
見
え
る
。

@ 

「
答
劉
敵
意
闘
」
に
「
張
伯
松
不
好
雄
賦
煩
之
文
、
然
亦
有
以
奇
之
。
常
矯
雄
道
、
一
一
一
一
口
其
父
及
其
先
君
憲
典
訓
、
庸
雄
以
此
篇
目
頻
一
不
之
。
伯
松
日
「
是

懸
諸
日
月
不
刊
之
宮
一
回
也

と
見
え
る
張
伯
松
が
張
棟
、
父
が
張
吉
、
先
君
が
披
倣
で
あ
る
。
杜
都
、
社
林
、
沼
遼
に
つ
い
て
は
『

』
璽
文
志
、
張

倣
博
、
杜
鄭
偉
、
『
後
漢
官
官
』
杜
林
惇
、
儒
林
健
な
ど
に
見
え
る
。

⑮ 

『
漢
帝
一
一
日
』
襲
文
志
・
六
欝
・
小
撃
に
「
漢
興
、
間
盟
主
間
部
合
『
蒼
韻
』
『
愛
歴
』
『
博
撃
』
三
篇
、
断
六
十
字
以
局
一
章
、
凡
五
十
五
章
、
井
局
コ
倉
額

篇』
0

・
:
『
蒼
韻
』
多
古
字
、
俗
師
失
其
讃
、
宣
帝
時
徴
膏
人
能
正
讃
者
、
張
敵
従
受
之
、
博
歪
外
孫
之
子
杜
林
、
矯
作
訓
故
、
井
列
鷲
」
と
あ
る
。

@ 

拙
論
「
楊
雄
「
答
劉
散
骨
一
一
ど
と
そ
の
小
撃
」
(
前
出
)
二
四
百
(
参
照
。

楊
雄
の
詩
経
望

戸七

九


